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授業中に生徒同士での交流の時間がない授業がある
⊖授業で寝てしまう生徒がいてもったいない。

交流の時間を取る際に、話し合うことを明確
に生徒に提示することで、より活発にする。
時期によって、交流の時間を調整する。

宿題の量を減らした方が良い。（教員からの意見）
⊕塾に通っていない生徒からしたら、宿題はありがたい。
⊖宿題がないと勉強しない。
時期によって、宿題量を調整するのが良い。

・授業　授業時間、昼休み
　　　　選択して授業を受ける
・実力テスト　
　　　　外部模試で対応できる
　　　　冬休み明けの実力テスト
・模試　休日の模試を平日に
　　　　→教員で対応できる
・定期考査　考査の翌日を休みに
　　　　暗記問題
・宿題　全体の量　週末課題

各教科で授業で扱う題材をそろえて欲しい。

どんなことも生徒に意図を説明する。
そのタイミングも重要

自ら拓く
・生徒が課題を自分でマネジメントする
・教科間で課題の量を調節、
　小テストの調整
自分を拓く
・チャイムが鳴らない期間を作る
（三分前学習）
→時間を意識するようにする
ともに拓く
・生徒間で教え合い（グループやペア）
その他
・校内Nasを校外でも使えるように
・定期テストの範囲発表をもう少し早く
・勉強時間の共有　民間のアプリの利用
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【宿題、課題について】
量がありすぎて自分のしたい勉強ができないため
　⇒量の削減or提出期限の延長
　⇒課題の提示はするが提出は求めない
【タブレットについて】
せっかく便利な道具があるのに、授業での使用頻度
が少ないため。
　⇒授業スライドの生徒への提供
　⇒manabaの活用（家庭学習用の課題の配信）
【テストについて】
・実力テストの削減or廃止
　⇒進研模試に集中したい
【授業について】
教科担任によって教えてくれる内容が異なるため、
統一してほしい。
　⇒事前に話し合ってほしい

（テスト）
・実力、課題テストの廃止
（宿題）
・宿題の廃止
ただ、宿題なしにすると家庭学習の時間は減るかも
・・・
（施設）
・トイレの数を多くする→自由時間の増加
（授業）
・授業はもっとアウトプットの時間を多くしたい
→その代わり家庭でのインプットするための学習時
間が増えるのでは？
・7限の日を無くす、減らす
・補習をなくす

（考査/課題）
・課題・実力テストの廃止or拡大化
　→同じレベル内での偏差値の提示
・定期テストの問題について
　→問題の初見化
・各教科一律化
・小テストの頻度・量
（生活）
・生活リズムの固定
　→45分×７限
・長期休暇の延長

①課題の内容と量の見直し
　週末課題をなくすor減らす
②実力テストの必要性
外部模試と両方やる必要あるのか
１，２年は河合の模試を追加
③定期考査について
テスト範囲を計画的に終える
テスト直前の授業を自習に
実施しなくて良い科目があるのでは。
④疑問点を質問しやすい環境
授業の1/4はフリータイム
課題に対する交流の時間を授業内に　
　　　　　　　　　

【授業について】
・授業の質を統一してほしい
【課題について】
・課題の量を見直す、選択制にする
　⇒自分で考えて学習を進められる
　⇒月ごと期間ごとのスパンで
・宿題、テストをなくす
　⇒リスクはあるが、自分で考えて
　　学べる人材を作りたい
・学年の中で課題量を調整する必要

・


